
てんかん患者さんの災害対策

・日頃から常備薬、お薬手帳などの備えをしておきましょう
・災害が発生したら、落ち着いて行動しましょう
・遠慮せずに、周囲に協力をお願いしましょう

　大地震など、地域全体を巻き込む規模の災害が起きた場合、医療機関も薬局も被災して機能が停止するため、
日頃から防災意識を高めておきましょう。てんかん患者さんの場合、災害時のストレスや、睡眠不足、薬の中断
は、強い発作やてんかん重積が起きる可能性があります。医薬品など必要なものを災害などの緊急時用に備えて
おくことは、自分自身を守ることであり、また災害時の不安を軽減してパニックにならない心の準備にもつなが
ります。インターネットでもあらかじめ情報が収集できます（波の会、災害対策ガイドなど）。
　普段から主治医に自分は全般てんかんか部分（焦点）てんかんか、発作のタイプなどを尋ねてみましょう。
　災害が起きた場合、まずは自分の身を守ることからはじまります。非常持ち出し品の準備、避難の方法、支援
の要請、可能であれば避難の前に行う事などは、常日頃から準備・訓練しておくことが大切です。

徳島大学病院 てんかん副センター長 / 医師 多田 恵曜（ただ よしてる）もしもの時に慌てないために

● 氏名 （よみがな）

● 生年月日    　　　年　　　月　　　日 （満　　　歳）

● 住所　　〒                    –

● 電話番号

● 緊急時の連絡先

● 治療中の疾患　（てんかんのタイプ） ・全般てんかん　　・部分（焦点てんかん）　　・どちらか不明

　　　　　　　   （発作のタイプ）

● かかりつけの医療機関 （医療機関名）

● 電話番号

● かかりつけの薬局名

● 電話番号

連絡票

● 血液型



［徳島県てんかん支援拠点病院］ 徳島大学病院てんかんセンター相談窓口  外来診療棟1階 患者支援センター　
開設時間： 8:30～17:00
TEL. 088-633-9107    HP. https://www.tokushima-tenkan.com/

災害時に最低限持ち出すべきものリスト
□ 常備薬
□ 携帯電話、携帯ラジオ、充電器など情報関係
□ お薬手帳（コピーでも可）：災害時にはおくすり手帳があれば処方箋なしでも薬がもらえる可能性が高い
□ 保険証（コピーでも可）
□ てんかん緊急カード
□ 日常生活に必要なもの（保存食、飲料水、衣類、簡易トイレなど）
□ 足を守る用語（底の厚い靴、靴下など）
        ※最低 1週間分（1～ 4週間分）の備蓄をする
        ※常備薬やお薬手帳のコピーはご家族にも持っておいてもらいましょう

        ※普段から外出時にも常備薬は持ってでかけるようにしましょう

        ※学校・勤務先・福祉事務所などへも病状や服薬内容などの情報を分散管理しましょう

避難行動要支援者名簿について
　避難に困難を伴う場合、障害者や高齢者等の要配慮者のうち、自ら避難することが困難な方（避難行動要支援者）
の名簿作成を自治体が行っていますので問合せしてみて下さい。

災害が起きたら
　災害が起きたらまずは、落ち着いて身の安全を確保することが重要です。安全確保ができるような場所・避難
所へと移動しましょう。
　避難所では自分がてんかんで、毎日の治療が必要であることを申告しましょう。申告する相手は、医療班、理
解のある周囲の人、相談できる人、リーダー的立場のひとなどです。
　てんかんについて自分や家族が知っておいて、誤解されないように説明できるようにしておきましょう。この
時、てんかんについて次のような点を説明すると誤解を避けることに役立ちます。
● てんかんは脳の病気で、およそ 100人に 1人の病気です。
● 人に感染することはありません。
● 毎日治療を続けることが必要です。
● てんかん発作は通常自然に治まります。
● 発作が頻回に起きる場合や 5分以上けいれんが続く場合、意識障害が続く場合には、
    すぐに医療班に連絡が必要です。

周りに相談できる人を見つけましょう
　孤立は不安を強め、十分な治療を受けることができなくなったり、精神症状が悪化することにつながるので、
周囲の人とも交流をはかり、周りに相談できる人がいる環境を作るようにしましょう。

エコノミー症候群の予防をしましょう！
　避難所では、あまり動かずに活動量が低下する上に同じ姿勢でいることが多く、トイレ事情が良くないために
水分摂取を控える人が多いことも影響して、エコノミー症候群の危険性が高まります。避難所でもこまめに体を
動かし、エコノミー症候群を予防しましょう。

もしもの時に慌てないために    てんかん患者さんの災害対策


